
 
 

 
 
 
 
 

☑  令和元年12月9日(月)～10日(火) 福岡大学 

 

☑ 参加者合計：365名 

 （大学：47名、行政：69名、民間他：249名） 

 

☑ プログラム概要 

 全体セッション：基調講演、研究会の紹介 

 委員会・研究グループセッション 

ラウンドアバウト、自転車、道路の交通容量、

資格制度、若手技術者育成など充実した11セ

ッション 

 地元特別セッション 

 「九州における道路交通の新たな取り組みと

勘どころ」と題して、九州地整、熊本県、福岡県

警などから話題提供がありました。 

 スポンサードセッション 

ビッグデータ解析、MaaS、画像解析などの技術

や情報を自動運転の社会実装、地域交通運営、ま

ちづくり、交通計画・交通運用にどのように活か

していくか、幅広い意見交換が行われました。 

 交流会：第1日目 134名が参加 

 
詳細なプログラム概要は http://www.jste.or.jp/Event/JSTE_Symposium.html 
でご覧いただけます。 

 
☑ 参加者の声やアンケートより 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 お問い合わせ： 一般社団法人 交通工学研究会 http://www.jste.or.jp/ 
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 3-23  Tel. 050-5507-7153 Fax: 03-6410-8718 

多様な技術や研究動向などが 2 日間に凝縮されており、

東京に研修に行く手間が省けた。 
／地方公共団体（40 代） 

技術的な動向だけでなく、どのような

ニーズや取り組むべき課題があるかが

見えてきた／コンサルタント(30 代) 
 

*参加者からの意見、アンケートなどより 

第1回JSTEシンポジウム(2019年福岡) ハイライト 
 

事前に資料（セッション概要や発表パワーポイント）をダウンロード

することができ、自分がわからない内容や質問項目を整理することが

でき、ポイントを踏まえ効率よく聴講することができた。資料自体も

非常に貴重！ 
／コンサルタント（20 代） 

全体討議や質疑応答の

時間も多く、参加者の

疑問に答えており、理

解が深まった 
／大学（30 代） 

全体セッション 

セッションの様子 

http://www.jste.or.jp/

